
（様式１） 

   
学位論文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）チェックリスト 

 
年   月   日 

所   属  学 籍 番 号  

ふ り が な 

氏   名 
 

学位記番号  
   

 
学位規則の改正に伴い，平成２５年４月１日以降に博士の学位を授与された方は，原則，学位取得

後１年以内に学位論文（全文）をインターネット（本学機関リポジトリ）により公表することになり
ました。 
しかし，やむを得ない事由がある場合は，学位論文の全文に代えて要約を公表する旨申請し，やむ

を得ない事由が消滅した時点で全文を公表することとなります。 
ついては，このチェックリストでやむを得ない事由の有無を確認し，「学位論文公表許諾・愛媛大学

リポジトリ登録申請書」の「学位論文公表の方法及び公表時期の指定」を記入してください。 
★該当項目にチェックし，必要箇所に記入してください。                  

   

□上記項目（※の項目は除く）に１つでも該当がある ⇒ 全文公表は保留，要約を公表 
                       
□ 将来にわたって全文公表できない事由がある ⇒ 要約を公表  

   
□上記（※の項目は除く）のいずれにも該当がない ⇒ 全文を公表 
  
 
学位論文を図書出版又は学術誌等に掲載した場合は，裏面の出版又は掲載状況に記入し，著作権
ポリシーが明記された書類を添付してください。（出版・掲載予定の場合も著作権ポリシーの確認，
書類の添付が必要です。）著作権ポリシーを確認できない場合は，図書館にご相談ください。 

 

項目 全文公表の保留事由 様式２の提出時期 

図書出版・学術

誌等への掲載 

□出版・掲載済み 
出版社等の著作権ポリシーを確認した結果 、 

（    年  月  日）まで公表することができない。 

提出不要・指定 

期日以降に公表 

□出版・掲載予定（     年  月予定） 
出版社等の著作権ポリシーを確認した結果 、 

（          ）まで公表することができない。 
公表可能日（直後） 

□図書出版・学術誌等への掲載（又は予定）なし（※）  

特許・実用新案

出願 

□特許出願予定又は審査中（出願公開前） 
 【出願（予定）：    年  月】 

出願公開日（直後） 

□実用新案出願予定又は審査中 
 【出願（予定）：    年  月】 

登録日（直後） 

□特許・実用新案の出願予定なし（※）  

その他 

□その他の保留事由がある 

（具体的な事由を記載してください） 

 
 
 

（        ）まで公表することができない。 

事由の消滅日 

全文の公表が
困難な事由 

（具体的な事由を記載してください） 

 

 

 



   

【出版又は掲載状況】 
 

論 文 題 目 ①  

出版又は掲載日       年  月  日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称  

出版社等の名称  

 
 

論 文 題 目 ②  

出版又は掲載日      年  月  日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称  

出版社等の名称  

 
 

論 文 題 目 ③  

出版又は掲載日      年  月  日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称  

出版社等の名称  

 
 

論 文 題 目 ④  

出版又は掲載日      年  月  日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称  

出版社等の名称  

 
 

論 文 題 目 ⑤  

出版又は掲載日      年  月  日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称  

出版社等の名称  

 
 
 
 
 
 



   

学位論文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）チェックリスト（記入例） 
 

２０●●年 ●月 ●日 

所   属 理工学研究科●●専攻 学籍番号  ●●●●●●●● 

ふ り が な 

氏   名 
xxxxxxxxx 
●●●●●●● 

学位記番号  
   
●●●第●●●号 

 
学位規則の改正に伴い，平成２５年４月１日以降に博士の学位を授与された方は，原則，学位取得

後１年以内に学位論文（全文）をインターネット（本学機関リポジトリ）により公表することになり
ました。 
しかし，やむを得ない事由がある場合は，学位論文の全文に代えて要約を公表する旨申請し，やむ

を得ない事由が消滅した時点で全文を公表することとなります。 
ついては，このチェックリストでやむを得ない事由の有無を確認し，「学位論文公表許諾・愛媛大学

リポジトリ登録申請書」の「学位論文公表の方法及び公表時期の指定」を記入してください。 
★該当項目にチェックし，必要箇所に記入してください。                  

   

□上記項目（※の項目は除く）に１つでも該当がある ⇒ 全文公表は保留，要約を公表 
                       
☑ 将来にわたって全文公表できない事由がある ⇒ 要約を公表  

   
□上記（※の項目は除く）のいずれにも該当がない ⇒ 全文を公表 
 図書出版・学術誌等に掲載済で，著作権ポリシーを確認した結果，公表可能である場合はここに 
該当します。 

 
学位論文を図書出版又は学術誌等に掲載した場合は，裏面の出版又は掲載状況に記入し，著作権
ポリシーが明記された書類を添付してください。（出版・掲載予定の場合も著作権ポリシーの確認，
書類の添付が必要です。）著作権ポリシーを確認できない場合は，図書館にご相談ください。 

 

項目 全文公表の保留事由 様式２の提出時期 

図書出版・学術

誌等への掲載 

□出版・掲載済み 
出版社等の著作権ポリシーを確認した結果 、 

（    年  月  日）まで公表することができない。 

提出不要・指定 

期日以降に公表 

☑出版・掲載予定（ 2015年 4月予定） 
出版社等の著作権ポリシーを確認した結果 、 

（ 出版後 1年経過後 ）まで公表することができない。 
公表可能日（直後） 

□図書出版・学術誌等への掲載（又は予定）なし（※）  

特許・実用新案

出願 

□特許出願予定又は審査中（出願公開前） 
 【出願（予定）：    年  月】 

出願公開日（直後） 

□実用新案出願予定又は審査中 
 【出願（予定）：    年  月】 

登録日（直後） 

☑特許・実用新案の出願予定なし（※）  

その他 

☑その他の保留事由がある 

（具体的な事由を記載してください） 

 
共著者の許諾が得られないため。 
 

（許諾が得られる）まで公表することができない。 

事由の消滅日 

全文の公表が
困難な事由 

（具体的な事由を記載してください） 

・出版社の著作権ポリシーにより，個人の Web サイト以外のインターネット 

への掲載が認められていないため。 

・立体形状による表現を含んでいるため。 

など 

 



   

【出版又は掲載状況】 
 

論 文 題 目 ① 出版又は掲載した論文のタイトル 

出版又は掲載日   ２０●●年 ●月 ●日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称 雑誌のタイトル等 

出版社等の名称 出版社名・学会名等 

 
 

論 文 題 目 ②  

出版又は掲載日      年  月  日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称  

出版社等の名称  

 
 

論 文 題 目 ③  

出版又は掲載日      年  月  日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称  

出版社等の名称  

 
 

論 文 題 目 ④  

出版又は掲載日      年  月  日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称  

出版社等の名称  

 
 

論 文 題 目 ⑤  

出版又は掲載日      年  月  日 

出版物等の種類 学会誌・協会誌  学内誌  学術雑誌  その他（         ） 

出版物等の名称  

出版社等の名称  

 
 
 
 


